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3．婦人科癌再発例 に対す る治療

1）子宮頸癌

札幌鉄道病院副院長　寒河江 悟

　再発子宮頸癌 に対す る治療は，再発部位 （局所

再発か 遠隔再発）， 前治療 とし て の放射線療法の 有

無，年齢や全身状態 な どに よ り大 き く異なる の で

個別化が重要で ある．

　孤立 性の 遠隔転移や局所再発 などには手術療法

も考慮 される．照射野外あるい は骨盤外の 再発 の

なか で頻度の 高い肺転移，脳転移，傍大動脈リ ン

パ 節転移，骨転移な どで は，手術，放射線療法な

どの 局所療法の 適応 とな りうる ．しか し
一
般的に

は，放射線療法が 行われ て い な い 場合や 照射野外

の 再発 で は放射線療法が主であ り，同時化学放射

線療法 も選択肢 とな りうる．放射線療法が施行さ

れて い る場合の 照射野内の 再発で は，術前評価を

十分 に行 っ た上，骨盤除臓術や 正aterally 　extended

endopelvic 　resection （LEER ）も考慮 される．

　さ らに手術不能例や多臓器へ の 転移など放射線

療法に よる病巣制御が 困難で あ り，全身状態が良

好で臓器機能が保たれて い る場合には，全身化学

療法が推奨 される，薬剤 として はシ ス プラチ ン を

中心 と した単剤 も し くは 2剤 併用療 法が推 奨 さ

れ ， イフ ォ ス フ ァ ミ ド，
パ ク リタキセ ル

， 塩酸イ

リノ テ カ ン， トボ テ カ ン な どと の 併用が 試み られ

て い る．

　手術が不可能で放射線療法や化学療法の 効果も

期待 薄の 場合に は，全身状態 ， ある い は癌 の 広が

りなどを総合的に考え，緩和医療 を考慮する場合

もあ る．

2）子宮体癌

国 立病 院 機構神戸医療 セ ン ター
医長 竹 内 聡

　食生活 の 欧米化 と ともに，子宮体 がん の リス ク

因子 である肥満，糖尿病，高血 圧 な どの 生活習慣

病が増加 し，平行 して 子宮体が ん の 罹患数 も，20

年前 の 約 2．5倍，10万人比で約 20に まで上昇 して

きた．進行期別頻度は，約 7割が 1期が んで，分化

度別に は， 高分化型 （grade　l ：Gl）が多 い ． 一
方，

再発率は，低分化型 （G3），特殊系であ る漿液腺癌，

明細胞腺癌 で 明 らか に高 い ．進行 ・再発体が ん に

対す る治療法 は，米国 GOGI22 試験 の 結果 お よ

び，日本 JGOG2033試験で のサ ブアナ リ シ ス で，

化学療法が放射線療法 に比 して 生 存率にお い て 優

る こ と が示 され た．したが っ て ，進行 ・再発体が

ん の 治療で は，化学療法が 中心 となる．従来，日

本で は CAP 療法が使用 されて きたが，欧米 で は

サ イ ク ロ フ ォ ス フ ァ ミ ドを除 く AP 療法，が標準

療法で あ っ た．タキサ ン系抗が ん剤の 出現 に よ り，

GOGI77 試験で ，　 AP 療法 と TAP （タキ ソール ，

ア ドリア マ イ シ ン ，シ ス プ ラチ ン）療法が 比較検

討 され，無増悪生 存率，全生存率 ともに TAP 群で

延長 したが，薬物有害反応，特 に，神経毒性が TAP

群 にお い て有意 に発現頻度が 多か っ た （40％ vs ．

5％ ）．
一

方，TC （タキソ ール ，カ ル ボプ ラ チ ン ）療

法の 奏効率は 67％− 80％ が報 告され て お り， 現在

GOG209 試験にお い て ，　TC 療法と TAP 療法の 第

3相比較試験が進行中で ある．
一

方，欧米におい て

は QOL の 観点 よ り，進行がん，再発癌 にお い て ，

MPA （メ ドロ キ シプ ロ ゲ ス テ ロ ン ），　 Megace （メ

ゲ ス トロ
ール ： 日本未承認），

タ モ キ シ フ ェ ンな ど

の 　ホ ル モ ン療法が お こ なわれ てお り，本講義で

は最近の 臨床試験 を中心に再発 ， 進行がん に対す

る化学療法，緩和ホ ル モ ン療法の 現状 につ き総説

す る、
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